
平野裕之 

『 債権総論 』 

第 1 刷 訂正表 

 
※ 以下の訂正がございます。お詫びして訂正いたします。 

※ 第 1刷・第 2刷訂正表が、後ろに続いておりますので、あわせご確認ください。 

 
30 頁 2-31「１ 利息債権の意義 」の項、上から 13 行目 

 
123 頁 4-78「◆完全賠償主義・制限賠償主義」の項、上から 1 行目 

 

124 頁 上から 5 行目 

 

156 頁 注 64 上から 2～3 行目 

 

【誤】 

……遅延利息（☞3-222）も利 

【正】 

……遅延利息（☞4-27）も利 

【誤】 

……代位行使を認めている（最判平 3・3・22 民集 45 巻 3 号 268 頁…… 

【正】 

……代位行使を認めている（最大判平 11・11・24 民集 53 巻 8 号 1899 頁…… 

【誤】 

……損害賠償を見可能な損害へと…… 

【正】 

……損害賠償を予見可能な損害へと…… 

【誤】 

……相当「因果関係」いとう概念が導入されるが…… 

【正】 

……相当「因果関係」という概念が導入されるが…… 



157 頁 5-14「(2) 不動産賃借権の保全）の項、上から 3 行目 

 

180 頁 （囲み枠） 

 

 

 

 

【誤】 

（☞3-89 以下）、さらに、…… 

【正】 

（☞3-37 以下）、さらに、…… 

【誤】 

 1 詐害行為取消権の成立要件 

   ① 詐害行為の存在（債務者側の要件） 

     ⓐ 債務者が「債権者を害する……行為」をしたこと 

       （詐害行為の客観的要件） 

   ⓑ 財産権を目的としない行為ではないこと（権利障害事実） 

     ② 債務者が債権者を害することを「知って」いたこと 

       （詐害行為の主観的要件） 

     ③ 債権者が債権を害されたこと（債権者側の要件） 

       ＊弁済期の到来は不要 

 ２ 詐害行為取消権の第三者への対抗要件（受益者・転得者側の要件） 

    詐害行為の認識（＝悪意） 

【正】 

1 詐害行為取消権の成立要件 

   ① 詐害行為の存在（債務者側の要件） 

     ⓐ 債務者が「債権者を害する……行為」をしたこと 

       （詐害行為の客観的要件） 

     ⓑ 財産権を目的としない行為ではないこと（権利障害事実） 

     ⓒ 債務者が債権者を害することを「知って」いたこと 

       （詐害行為の主観的要件） 

   ② 債権者が債権を害されたこと（債権者側の要件） 

     ＊弁済期の到来は不要 

 ２ 詐害行為取消権の第三者への対抗要件（受益者・転得者側の要件） 

    詐害行為の認識（＝悪意） 



218 頁 上から 13 行目（第 1節 多数当事者の債権関係――総論） 

 
380 頁 10-53「◆代位をめぐる 2つの制限」の項、上から 12～13 行目 

 
479 頁 左段上から 1～3 行目（判例索引） 

 
480 頁 左段上から 1～2 行目（判例索引） 

 

 

 

【誤】 

……一種ということができる（☞5-84）。 

【正】 

……一種ということができる（☞7-17）。 

【誤】 

……である。これを 2-57 の判決は…… 

【正】 

……である。これを 10-59 の判決は…… 

【誤】 

最判平 3・3・22 民集 45 巻 3 号 268 頁 

…………………………………………注 64 

最判平 3・4・11 判時 1391 号 3 頁……4-55 

【正】 

※1～2 行目トル※ 

最判平 3・4・11 判時 1391 号 3 頁……4-55 

【誤】 

最大判平 11・11・24 民集 53 巻 8 号 1899 頁 

………………………………………………5-27 

 

【正】 

最大判平 11・11・24 民集 53 巻 8 号 1899 頁 

………………………………………5-27, 注 64 



第 1 刷・第 2 刷 訂正表 

 
※ 以下の訂正がございます。お詫びして訂正いたします。 

 

57 頁 3-29「(2)(a)(ｱ) ※見出し」 

 
57 頁 3-30「(2)(a)(ｲ) 所有権の移転を否定するとどうなるか」の項、上から 2 行目 

 
83 頁 4-22「１ 総論」の項、上から 9 行目 

 

136 頁 4-94「(b) 過失相殺」の項、上から 6 行目 

 

 

 

 

【誤】 

考慮される債務者の過失は、…… 

【正】 

考慮される債権者の過失は、…… 

【誤】 

(ｱ) 所有権の移転を否定するとどうなるか A が…… 

【正】 

(ｱ) 所有権の移転を肯定するとどうなるか A が…… 

【誤】 

……否定すると、B は A に対して所有権侵害、…… 

【正】 

……否定すると、C は A に対して所有権侵害、…… 

【誤】 

……となる（☞10-107）。 

【正】 

……となる（☞10-108）。 



327 頁  

9-40「(ⅲ) 無制限説の採用と改正法」の項、下から 3 行目 

 

357 頁  

10-13「(b) 債務者が受領権を制限される場合と第三債務者の保護」の項、上から 8～9 行目 

【誤】 

……必要があり、破産宣告を知らずに債務者が…… 

【正】 

……必要があり、破産手続の開始を知らずに債務者が…… 

【誤】 

……と読み替えられる（499 条 3 項）。また、…… 

【正】 

……と読み替えられる（469 条 3 項）。また、…… 


